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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】炉床上下部へのパンおよび薪の出し入れを容易
化し、窯部における高熱気および熱輻射によってパンの
表面を、燃焼熱で直接焼かれるパンの裏面と同様に、ム
ラなく焼き上げ、かつ薪の燃えカスの取り出しを容易化
した屋外用パン窯を提供する。
【解決手段】窯部１５の周辺部を囲むように、基台１２
上に耐熱壁１４を立設し、窯部１５の天部壁１５ｅを被
うように、耐熱壁１４上にドーム状の被蓋板２２を架設
し、窯部１５と耐熱壁１４および被蓋板２２との間に断
熱材１８を介在し、窯部１５の後壁に設けた排気口１７
に前壁および耐熱壁１４間の空隙部に通じる排気管を連
接し、その空隙部に煙突の下端部を臨ませ、耐熱壁１４
および被蓋板２２を石積みの外部保温層２６によって被
い、この外部保温層２６を屋根３０で被う構成である。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　基礎１１上に、一対の脚部１２ａ，１２を立設して基礎枠体を形成し、その上面両側に
平坦部２４，２４を残して耐熱壁１４，１４を立ち上げた基台１２と、
　該基台１２上の前記耐熱壁１４，１４間に、下部に燃焼炉床１６が張設され、その側部
に該燃焼炉床１６を支持する前壁１５ａ、左右側壁１５ｂ，１５ｃ、後壁１５ｄおよびこ
れらの各壁１５ａ～１５ｄの上部に跨るように配設された天部壁１５ｅから構成される窯
部１５と、
　前記窯部１５の左右側壁１５ｂ，１５ｃと前記耐熱壁１４，１４の間並びに天部壁１５
ｅ上面及び燃焼炉床１６下面に配置された断熱材１８と、
　前記窯部１５の後壁１５ｄに開口されている燃焼排気口１７に連通し、前記天部壁１５
ｅ上の断熱材１８層間で前後方向に向けて配置された排気通路２３と、
　前記排気通路２３を保護し前記窯部１５の前記断熱材１８を被うように前記耐熱壁１４
，１４上に跨って配設された被蓋板２２と、
　前記耐熱壁１４，１４の外側の外側平坦部２４，２４に石垣２７，２７を積上げ、該石
垣２７，２７間で、前記前記耐熱壁１４，１４並びに被蓋板２２の上部に配設された外部
保温層２６と、
　該外部保温層２６の上方に、前記平坦部２４，２４で、前記石垣２７，２７の外側に横
梁２７ａ，２７ｂを交差させて構築した外壁部２７，２７により支持された屋根３０と、
　前記窯部１５内の燃焼熱を、前記排気口１７および排気通路２３を介して前記窯部の前
壁１５ａを通して外部に放出する排気を窯口で受けて放出する煙突３７とからなり、
　前記窯部１５の燃焼炉床１６で木材などの燃料薪を燃焼させて該窯部１６を焼成温度に
加熱させて、断熱材１８、被蓋板２２並びに外部保温層２６の三層構造で焼成温度を維持
する状態で、パン生地を投入して該窯部１５の余熱で焼成することを特徴とする屋外用パ
ン窯。
【請求項２】
　前記基台１２には、前記窯部１５の火口に対応する部位に灰取り出し口２０が設けられ
ていることを特徴とする請求項１に記載の屋外用パン窯。

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、屋外の自然環境下で、無公害燃料を使用してパンを効率よく焼き上げるため
の屋外用パン窯に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、屋外に設置したパン窯で、パンを焼き上げるには、耐熱性素材で組み立てら
れた窯に設けられている炉床にパン生地を載置し、炉床下部で燃料を燃やして窯内部を加
熱している。薪などの燃料を燃焼炉床に投入して炉床を過熱している焼き上げるところか
ら、燃焼炉床を窯の下部あるいは側部に位置させて、パンの出し入れの作業を容易にして
いる。このため、従来の屋外用パン窯では、燃焼効率が低く、パン素材の置き場所が狭い
ために、パンを効率的に焼き上げられないという不都合があった。また、薪を使用するこ
とによってその燃えカスの廃棄処理が面倒であった。
【０００３】
　一方、このような薪を燃焼するタイプの屋外用パン窯の不都合を解消するために、従来
からパン用ガス窯が種々提案されている（例えば、特許文献１参照）。このパン用ガス窯
は、炉床の下方にガスバ－ナ（床下バーナ）を設置して、炉床を介してパンを下方から直
接焼き上げるとともに、加熱室の両側部にもガスバーナ（側部バーナ）を設置して、加熱
室を加熱しながらパンの上部を加熱している。
【特許文献１】特開２００４－１６６５０３号公報
【考案の開示】
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【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、かかる従来のパン用ガス窯では床下バーナと側部バーナによる燃焼熱の
一部が排気熱として加熱室内の側壁に沿って上方に流れるため、加熱室の天井付近の温度
が非常に高くなり、これに比べて炉床付近の温度が低くなってしまう。従って、このよう
な加熱室における温度分布の不均一によって、パン全体の焼き上がり状態にムラを生じる
。たとえば、内部の焼き上がり状態が良好である場合でも、生地の下面および上面のみが
焼け過ぎるなどの不都合があった。
【０００５】
　本考案は前記のような従来の問題点に着目してなされたものであり、薪の燃焼炉床を窯
部内の炉床下部に位置させて、炉床上部でのパンの出し入れを容易化しながらパンの設置
面を十分に確保し、断熱材や石積み構造による保温効果によって窯部の保温効果を十分に
高めて、窯部内でのパン両面の焼き上げをムラなく実施することができるとともに、薪の
燃えカスの取り出しを容易化できる屋外用パン窯を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本考案にかかる屋外用パン窯は、基礎上に、一対の脚部を立設して基礎枠体を形成し、
その上面両側に平坦部を残して耐熱壁を立ち上げた基台と、該基台上の前記耐熱壁間に、
下部に燃焼炉床が張設され、その側部に該燃焼炉床を支持する前壁、左右側壁、後壁およ
びこれらの各壁の上部に跨るように配設された天部壁から構成される窯部と、前記窯部の
左右側壁と前記耐熱壁の間並びに天部壁上面及び燃焼炉床下面に配置された断熱材と、前
記窯部の後壁に開口されている燃焼排気口に連通し、前記天部壁上の断熱材層間で前後方
向に向けて配置された排気通路と、前記排気通路を保護し前記窯部の前記断熱材を被うよ
うに前記耐熱壁上に跨って配設された被蓋板と、前記耐熱壁の外側の外側平坦部に石垣を
積上げ、該石垣間で、前記前記耐熱壁並びに被蓋板の上部に配設された外部保温層と、該
外部保温層の上方に、前記平坦部で、前記石垣の外側に横梁を交差させて構築した外壁部
により支持された屋根と、前記窯部内の燃焼熱を、前記排気口および排気通路を介して前
記窯部の前壁を通して外部に放出する排気を窯口で受けて放出する煙突とからなり、前記
窯部の燃焼炉床で木材などの燃料薪を燃焼させて該窯部を焼成温度に加熱させて、断熱材
、被蓋板並びに外部保温層の三層構造で焼成温度を維持する状態で、パン生地を投入して
該窯部の余熱で焼成することを特徴とする。
【０００７】
　この構成により、断熱材、被蓋板並びに外部保温層の三層構造で燃焼温度を維持するこ
とができるので、パンを十分に焼き上げることができる。また、薪の燃焼熱を利用した余
熱でパンを焼き上げる際に、高温の加熱気を窯部内の天部壁付近に蓄積させ、この天部壁
付近で発生させた高温の輻射熱をパンの表面に及ばしめることで、このパンの表面を、前
記余熱により焼き上げられるパンの裏面と同様に、適度の焦げ目を持つように焼き上げる
ことができる。
【０００８】
　また、基礎上に脚部を立設してトンネル状の基礎枠体を形成しその上面両側に耐熱壁を
立ち上げた基台を窯部の台として使用しているので、屋外用パン窯として、作業が行いや
すい一定の高さに維持できる。
【０００９】
　また、本考案にかかる屋外用パン窯は、前記基台の、前記窯部の火口に対応する部位に
灰取り出し口が設けられていることを特徴とする。
【００１０】
　この構成により、パン焼き作業中でも窯部の燃焼炉床で燃焼した残りの薪の燃えカスや
灰を、一旦前記灰取り出し口に受け、必要量に達した時点で灰取り出し口から掻き出して
窯部外へ簡単に排出し、廃棄することができる。これにより、窯部内外の換気が促進され
、高熱を発生させながら薪を燃焼させることができる。
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【考案の効果】
【００１１】
　本考案によれば、基礎上に脚部を立設してトンネル状の基礎枠体を形成しその上面両側
に耐熱壁を立ち上げた基台を使用しているので、一定の高さを維持できているので、衛生
的で、作業効率がよい。炉床上下部へのパンおよび薪の出し入れを容易化できるパン設置
面を別個に確保できる。また、レンガ積みの窯部における高熱気と高温の輻射熱によって
パンの表裏両面をムラなく焼き上げることができる。さらに、薪の燃えカスや灰の取り出
しと廃棄を容易化できるという効果が得られる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下に、本考案の実施形態による屋外用パン窯を、図面を参照して詳細に説明する。
　本実施形態による屋外用パン窯は、基本的に窯部を断熱材を介して耐熱壁および被蓋板
で被い、この窯部内には下部に燃焼室を隔成してパンを載せる炉床を設け、窯部の後壁上
部に設けた排気口を天部壁上に配設した排気管（排気通路）を通じて窯部の前壁と耐熱壁
との間の空隙部および煙突の下部に連通させるとともに、耐熱壁および被蓋板を被うよう
に石積みによって耐熱ドームを形成し、耐熱ドームの全体を屋根で被うような構成として
いる。
【００１３】
　従って、この屋外用パン窯では、炉床上部へのパンの出し入れを容易化するパン設置面
を確保しながら、窯部内での薪の燃焼によるパンの高温加熱を可能にするとともに、レン
ガ積みによる窯部内の高熱気の蓄積効果および高温の熱輻射作用によって、炉床上のパン
を余熱を利用してムラなく、薄い焦げ目が付くように焼き上げることができる。
【００１４】
　図面において、図１は本実施形態による屋外用パン窯を示す正面図、図２は図１に示す
屋外用パン窯の側面図、図３は図１における屋外用パン窯の一部を縦断して示す正面図、
図４は図１に示す屋外用パン窯の横断面図、図５は図１に示す基台の縦断面図、図６は図
５に示す基台の横断面図である。
　図１、図２および図３に示すように、本実施形態の屋外用パン窯の設置場所には、所定
広さおよび深さに亘って地盤Ｇが掘削され、この掘削穴内にコンクリートが打ち込まれる
ことによって基礎１１が敷設されている。この基礎１１は、割ぐり石などの上にコンクリ
ートを打ち込んで、表面が平らに均されている。
【００１５】
　この基礎１１上には、鉄筋入りのコンクリートによって基台１２が設立されている。こ
の基台１２は一対の脚部１２ａ，１２ｂを立設してトンネル状の空洞部１３を持つ基礎枠
体を形成している。この基台１２の上面には上方に向かって耐熱壁１４が立設されている
。この耐熱壁１４は、図４に示すように、平面視で左右両側と後側に連続して「コ」の字
状をなし、前側は開放状態となっている。
【００１６】
　この耐熱壁１４によって囲まれた領域内の基台１２上面には、窯部１５が設置されてい
る。この窯部１５は、図４に示すように、左右が円弧状をなす前壁１５ａと、左右側壁１
５ｂ，１５ｃと、後壁１５ｄと、各壁１５ｂ～１５ｄに跨るドーム状の天部壁１５ｅとを
、耐火煉瓦によって組み付けたものからなる。なお、耐熱壁１４および窯部１５間並びに
天部壁１５ｅ上部及び燃焼炉床１６仮面には断熱材１８が介在されている。
【００１７】
　窯部１５内には、基台１２の上面から所定の高さ位置に耐熱性の燃焼炉床１６が張設さ
れて燃焼・焼成部を形成する。この燃焼炉床１６の加熱手段としては、無公害燃料である
薪（まき）が最適である。そのほか石炭、コークスなどの燃焼材料も使用される。燃焼炉
床１６の炉床は、パンを焼成するための加熱部であると共に、パンを載せて焼くためのパ
ン載置面とされる。燃焼炉床１６としては、例えば鉄板や鋼棒を金網状に組み付けたもの
などが単独で用いられるほか、必要に応じこれらに石材を載せたものなどが用いられる。
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【００１８】
　後壁１５ｄには、この後壁１５ｄを貫通するように燃焼排気口１７が設けられている。
この排気口１７には、後壁１５ｄの背面に配置された排気管（排気通路）１７ａの一端が
連接されている。この排気管１７ａの他端には、天部壁１５ｅの上面に沿って前後方向に
敷設された後述の排気管（排気通路）２３の一端が接続されている。また、この排気管２
３の他端は前壁１５ａと石垣２７との間に設けられた空隙部（排気部）３８に臨んでいる
。この空隙部３８には後述の煙突３７の下端の排気口が臨んでいる。
【００１９】
　窯部１５の前壁１５ａの中央部は、炉床１６上へのパンの出し入れおよび薪などの燃料
を投入する開口部１９となっている。薪などの燃料の投入する火口部付近（開口部１９を
含む）の基台１２には、図５および図６に示すように、略長矩形の灰取り出し口２０およ
びこれに連通する空洞状の灰受け部２１が形成されている。この灰受け部２１は基台１２
の前方に開口しており、燃えカスや灰の取り出しを容易化している。この灰受け部２１は
、灰取り出し口２０よりもサイズ、容量が大きく、十分な量の薪の燃えカスや灰を一時的
に貯留できるサイズとなっている。なお、この貯留された燃えカスや灰などは、必要に応
じて人為的に灰受け部２１から外へ掻き出して、廃棄することができる。
【００２０】
　窯部１５の周辺を断熱材１８を介して囲む耐熱壁１４上には、天部壁１５ｅを所定間隙
おいて被うドーム型の被蓋板２２が載置されている。この被蓋板２２は鉄板などの耐熱部
材からなる。この被蓋板２２と天部壁１５ｅとの間には、前記断熱材１８とともに、前述
の２本の排気管（換気通路）２３が配設されている。
【００２１】
　基台１２上面のうち、耐熱壁１４の外側は平らな平坦部２４となっている。この平坦部
２４上には、耐熱壁１４の外側面および被蓋板２２の上面を被うように石積みによる外部
保温層２６が構築されている。石垣２７は前面まで窯部１５を囲むように設けられている
。この石積みに用いられる石としては通常の自然石のほか軽石（火山岩）や人造石などが
用いられる。石積みされた各石間には、崩壊防止のためのセメントや赤土などの耐熱材が
詰め込まれている。
【００２２】
　前記平坦部２４上であって、外部保温層２６の外側（前側を除く）には、この外部保温
層２６に対し所定の間隙をおいて複数本の横梁２８，２８が上下方向に端部で交差して積
み重ねられている。このように上下方向に隣接する各横梁２８間には通気間隙が形成され
、給排気が可能となる。なお、左右および後の各横梁２８はそれぞれ端部において互いに
嵌合するように組みつけられている。なお、最下部の横梁２８はアンカーボルト２９によ
って基台１２に固定されている。この結果、全ての横梁２８は肩部２４上において硬くか
つ安定的に保持されている。
【００２３】
　さらに、これらの各横梁２８を左右両面および後面の壁部として、この上に前記外部保
温層２６の全体を被うように屋根３０が取り付けられている。この屋根３０は、例えば前
後複数対の梁３１の中央部に縦木３２を介して棟木３３を水平に支持させ、この棟木３３
と梁３１の両端部との間に垂木３４をそれぞれ山形に組み付け、各垂木３４に渡したもの
や３５上に野地板（図示省略）を介して屋根瓦３６を葺き上げた構造をなす。
【００２４】
　なお、屋根３０上には煙突３７が天に向かって突設されている。この煙突３７の下端は
、前壁１５ａと石垣２６との間の空隙部３８に臨んでいる。この煙突３７は屋根３０、外
部保温層２６および被蓋板２２をそれぞれ貫通し、下端が空隙部３８を介して前記排気通
路２３に連通している。
　前記基台１２のうち、地上に出ている部分には、図３に示すように、その外側面に石を
積み重ねるようにして、デザイン的工夫をなすことができる。
【００２５】
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　かかる構成になる屋外用パン窯にあっては、これを用いてパンを焼き上げる前に、窯の
温度を十分に高めておく必要がある。このため、先ず窯部１５の燃焼炉床１６内の広い空
間に薪を投入し、周知手段によってこの薪に着火を行う。薪が燃焼を開始すると、炉外か
ら窯部１５内に基台１２の灰受け部２１を介して酸素（外気）が供給され、燃焼が継続さ
れる。
【００２６】
　この窯部１５は、図４に示すように、窯部１５の前壁１５ａの開口部１９付近を除いて
燃焼炉床１６として広い面積が確保されている。従って、この燃焼炉床１６の全領域を熱
源部分として活用でき、燃焼炉床１６上に多数個の生パンを一度に載せて、同時に焼き上
げることができる。
【００２７】
　前述のように基台１２の前部に開口する灰受け部２１および灰取り出し口２０を介して
燃焼炉床１６内に外気が送りこまれる。この外気は薪の燃焼を促進し、窯部１５内を高熱
気で加熱するとともに、燃焼後の高温の加熱気を、炉床１６上に臨む後壁１５ｄを貫通す
る排気口１７および排気管１７ａ，２３に排気する。さらに、この排気管１７ａ，２３に
送られた排気は、排気管２３の前端部から前壁１５ａと耐熱壁１４との間に作られた空隙
部３８へ排出され、この空隙部３８に下端が臨む煙突３７を通して屋根３０の上方へ排出
される。
【００２８】
　また、このとき外部保温層２６も高熱に晒された耐熱壁１４および被蓋板２２によって
高温に達するが、この熱は石積みドーム装２６と横梁２７との間隙および各横梁２７、２
７間の通気間隙２８を通して窯の外部へ放出される。
【００２９】
　この場合において、窯部１５内では、炉床１６上に載せられたパンが、加熱された窯部
１５の余熱を受けて裏面（下面）が高熱に晒され、効果的に焼き上げられる。一方、その
余熱は炉床１６の上方に移動し、ドーム型の天部壁１５ｅへ集中するとともに、その天部
壁１５ｅを輻射熱によって加熱する。このため、耐火煉瓦からなる天部壁１５ｅはさらに
高熱に晒され、高温度に加熱される。
【００３０】
　この結果、この天部壁１５ｅも輻射熱を発生し、パンの上面（表面）を均一に焼き上げ
ていく。特に、耐火煉瓦は熱容量が大きく加熱後は高温状態を安定的に維持するため、輻
射熱によって多数の生パンを同時に、かつ速やかに焼き上げることができる。
　従って、ガスバーナを熱源として用いた屋外用パン窯に比べて、パンに焼き上がりムラ
を生じることがなく、表裏面に適当な焦げ目を付与することができる。
【００３１】
　また、薪を熱源として用いることで、燃えカスや灰が発生する。これらは火口付近にあ
る前記灰取り出し口２０内に簡単に落下させることができ、この落下した大量の燃えカス
や灰をさらに大容量の灰受け部２１で受けることができる。灰受け部１へ排出した燃えカ
スや灰は所定温度以下に低下したとき、外へ掻き出して、安全に廃棄処理することができ
る。
【００３２】
　なお、薪を燃やす燃焼炉床１６とパンの焼き上げ部とは、炉床１６の上下の広い領域内
で別々に実施されるため、薪の投入およびパンの出し入れの作業が容易かつ迅速に行える
。
【００３３】
　このように、本実施の形態は、窯部１５の周辺部を断熱材１８を介して囲むように基台
１２上に耐熱壁１４を立設し、窯部１５の天部壁１５ｅを所定の間隙を介して被うように
、耐熱壁１４上に耐熱性でドーム状の被蓋板２２を架設し、窯部１５の後壁１５ｄに設け
た排気口に排気管２３を連通し、この排気管２３の先端を窯部１５と耐熱壁１４との間に
設けられた空隙部３８に連通させ、この空隙部３８が煙突３７の下端に連通し、耐熱壁１
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【００３４】
　この結果、燃焼炉床１６で薪などの燃料を燃焼させることで、窯部１５の本体を直に加
熱し、この窯部１５の余熱と、この窯部１５の天部壁付近における、高温の加熱気および
熱容量の大きい天部壁からの輻射熱を利用することで、パンの表裏両面を適度の焦げ目を
持つように焼き上げることができる。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
　本考案は、炉床の上下部へのパンおよび薪の出し入れを容易化するとともに窯部の余熱
、熱容量の大きい窯部内の高熱気およびの天部壁からの熱輻射作用によって、パンの裏面
とともに、パンの表面をムラなく焼き上げることができ、パンを焼くための屋外用パン窯
等に有用である。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本考案の実施形態による屋外用パン窯を示す正面図である。
【図２】図１に示す屋外用パン窯の側面図である。
【図３】図１における屋外用パン窯の一部を縦断して示す正面図である。
【図４】図１に示す屋外用パン窯の一部を横断した平面図である。
【図５】図１に示す基台の縦断側面図である。
【図６】図５に示す基台の横断平面図である。
【符号の説明】
【００３７】
　１１…基礎，１２…基台，１２ａ…脚部，１３…空洞部，１４…耐熱壁，１５…窯部，
１６…燃焼炉床，１７…排気口，１８…断熱材，１９…開口部，２０…灰取り出し口，２
１…灰受け部，２２…被蓋板，２３…排気管（排気通路），２６…外部保温層，２７…石
垣，２８…横梁，２８…通気間隙，３０…屋根，３７…煙突，３８…空隙部
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